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スポート」の例は示しましたが、そ
れはあくまで「例示」。内容や様式
の指定はないので、各学校で使って
きた作文用紙やシートを活用してい
ただいていいんです。例えば、その
学校の様式で年度初めに書く目標
シート 1 枚、年度末の振り返りシー
ト 1 枚、その他、行事などで書いた
感想シートの中から子ども自身が 2
枚、先生が 1 枚選ぶ。そうやって 1
年間で 5 枚のシートをためていくだ
けで、小・中学校の 9 年間で 45 ペー
ジもの「キャリア・パスポート」に
なります。

安井　小学校 1 年生のときのものと、
6 年生のときのものを見比べたら、
自分が成長していることが、ひと目
でわかりますよね。たとえ、字が間
違っていたとしても、それも含めて
自分の成長を実感できそうです。
長田　「キャリア・パスポート」は、
自分で自分のよさや可能性を認識す
るための道具です。誰かに評価して
もらうものではないので、わざわざ
きれいに書いたり、新たに書いたり
する必要はありません。すでにある
ものを活用してもらえたらと思いま
す。
安井　中学校の教科書の「学びの記
録」を切り取って、そのまま「キャ
リア・パスポート」に挟んでもいい
ですね。

轍
わだち

となってつながる
長田　「キャリア」の語源はラテン語
で、「轍」という意味です。だから、
キャリア教育の本質は、学校での学
びが、轍となって自分の将来につな
がっていくことを意識して指導しよ
うということなんです。
安井　小・中学校の道徳科では「勤労」
について考えますが、内容項目の「勤
労」＝「キャリア教育」と捉えるだ
けでは、考え方が狭くなりそうです

ね。
長田　はい。「勤労」について考える
ことが、キャリア教育の一部になり
うることに間違いはありませんが、
もっと広く捉える必要があると思い
ます。実際に、教科書の中にはキャ
リア教育に関わる教材がたくさんあ
りますし、道徳科を中心としてキャ
リア教育を進めようと研究している
学校もありますよ。
安井　教師が、道徳科の中に点在す
るキャリア教育の要素をつなげて捉
えようという意識をもつことが大切
なのかなと思いました。でも、こう
いうことを考えれば考えるほど、そ
ういう自分はちゃんとできているの
だろうかと、心がきゅーっとなりま
すね。
長田　私も、もともとは中学校の教
員でしたから、安井先生とお話をし
て、「あのときの道徳の授業、ああ
していたらよかったなあ」と、反省
するところもありました。
安井　長田先生とお話をして、私も
改めて「こういう教育をしたい」と
いう気持ちが湧いてきました。今回
は、子どものキャリア教育の話をし
てきましたが、実は、大人も自分自
身のキャリア教育の真っただ中にい
るのかもしれませんね。

特集 道徳科とキャリア教育

　じめはよくない」という規範意識は、小学生
でももっています。ですが、実際には、クラ

スの中でいじめが起きていることは少なくありません。
その原因は一つではありませんが、子どもたちが自分
を律することが難しいことにあります。

自分を律する力を弱めてしまうメカニズム

　人には、自分に「非」があると考えるのを回避しよ
うとするところがあります。自分の落ち度を最小限に
しようとするのです。
　この原因として、四つのメカニズムがあると考えら
れています。下の図を参照ください。
　①は、望ましくない行為を引き起こす「行為の再解
釈にかかわるメカニズム」です。例えば、「平和のた
めに戦おう」「未来のために戦おう」という表現は、「道
徳的正当化」に当たります。戦争を煽

あお

るリーダーは「人
を殺

あや

めに行こう」とは決して言いません。民が心地よ
いと感じる言葉を巧みに用いるのです。
　「リストラ」を「適正規模化」という婉

えん

曲
きょく

的な言葉
に置き換えたり（婉曲な名称づけ）、政治家が悪政を
行った人を引き合いに出して比較し、自分を正当化す
ること（緩和的比較）も、自分の行為の再解釈です。
　②は、望ましくない行為や有害な結果をもたらすこ
とにつながる「行為と結果の因果作用の曖昧化にかか
わるメカニズム」です。「赤信号 みんなで渡れば怖く
ない」（責任の拡散）という意識や、親自身の問題を
子どものせいにする（責任の転嫁）などがそれに当た

ります。
　③は、有害な結果をもたらすことにつながる「結果
の無視にかかわるメカニズム」です。例えば、便宜供
与した政治家が、具体的な計画や実行は秘書などに任
せるといった場合、政治家本人は実際に行動していな
いことから、比較的、結果を無視することができ、罪
悪感も弱くなります。
　④は、「被害者の価値づけにかかわるメカニズム」
です。相手を自分と対等な存在、同じ気持ちや価値観
をもつ存在として位置づけなかったり（非人間化）、
自分が悪いのにもかかわらず、相手に原因を求めたり
すること（罪の転嫁）をいいます。
　人には、こうした自分を律する機能を弱めてしまう
働きがあることを、まずは理解しましょう。そのうえで、
自分や他人がそうした行動に陥っていないかを判断す
る目をもつことが必要です。
　ただし、このような道徳的な判断や行動のコント
ロールは、大人でも難しいことです。ですから、ここ
で紹介したような事例を取り上げ、子どもたちに「あ、
よくやってしまっているな」「自分が正しいと思って
いたけど、間違いだ」と気づかせることが大切です。

道徳授業を成功させよう
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第 4 回 人はなぜ、時に望ましくない行動を取ってしまうのか

「学びが、実は自分が将来生きていくことに
つながっている」ということを自覚できるように。
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